
議
長
に
武
井
正
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、

提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決

成
立
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
青
年
部

の
役
員
改
選
が
あ
り
、
青
年
部
長
が
再
任

し
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
に
新
会
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
表
彰
状
授
与
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

「
役
員
功
労
者
表
彰
」
（
全
国
連
会
長
）

羽
多
野
利
昭
様
、
（
商
工
連
会
長
）
武
井

正
様
、
上
條
俊
行
様
が
表
彰
さ
れ
、
「
商

工
貯
蓄
共
済
大
口
加
入
者
」
上
條
順
子
様

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
有
限
会

社
ダ
イ
ド
ー
様
、
渡
辺
俊
夫
様
、
愛
品
物

流
株
式
会
社
様
は
ご
紹
介
の
み
。

全
て
が
滞
り
な
く
終
了
し
、
最
後
に
来

賓
代
表
で
村
長
小
林
弘
幸
様
、
松
本
地
域

振
興
局
商
工
観
光
課
長
小
林
毅
様
、
日
本

政
策
金
融
公
庫

事
業
統
轄
松
原

正
和
様
の
三
名

よ
り
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、

引
き
続
き
懇
親

会
を
開
催
し
ま

し
た
。
懇
親
会

は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
地
区
委
員
の
紹
介
】

第
六
十
五
回
通
常
総
会
に

お
い
て
地
区
委
員
が
改
選
さ

れ
ま
し
た
。

本
会
か
ら
会
員
の
皆
様
に

文
書
等
の
配
布
を
し
て
い
た

だ
く
地
区
委
員
は
、
次
の
十

一
名
の
方
で
す
。

【
古
見
地
区
】

齋
藤
靖
裕

（
㈱
デ
リ
カ
ウ
ェ
ー
ブ
長
野
工
場

）

武
井

正
（
㈲
オ
ー
ル
ラ
イ
ト
）

二
茅
秀
子
（
鉢
盛
運
送
㈱
）

【
針
尾
地
区
】

武
田

修
（
㈲
ダ
イ
ド
ー
）

吉
平
綾
子
（
吉
平
酒
店
）

【
小
野
沢
】

上
石
保
之
（
か
み
い
し
商
店
）

上
條
穂
澄
（
㈱
サ
ー
リ
ニ
エ
ー
ル

）

清
沢
深
美
（
㈲
キ
ヨ
サ
ワ
）

【
西
洗
馬
】

齊
藤
智
之
（
㈲
あ
け
ぼ
の
イ
ン
テ
リ
ア

）

落
合

明
（
家
具
工
房
極
楽
蜻
蛉
）

中
村
有
博
（
花
見
漬
物
）

（
敬
称
略
）

任
期
は
、
来
年
度
通
常
総
会

ま
で
の
一
年
間
で
す
。

令和７年６月９日
№1１２
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去
る
五
月
十
三
日
、
朝
日
村
商
工
会

館
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度
・
第
六
十

五
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
最
近
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
や
国
内

の
備
蓄
米
の
問
題
、
物
価
高
騰
な
ど

様
々
な
問
題
に
直
面
し
、
中
小
企
業
は

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
令
和
六
年
度
の
商
工
会
活
動
事
業

は
、
お
夏
ま
つ
り
の
出
店
、
日
光
東
照

宮
へ
視
察
研
修
旅
行
の
実
施
、
第
八
回

朝
日
村
大
博
覧
会
を
開
催
し
大
勢
の
方

に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
村
で
は
「
朝

日
村
重
点
支
援
商
品
券
」
を
発
行
い
た

だ
き
、
換
金
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
経
営
発
達
支
援
計
画
の
更
新
申

請
が
あ
り
、
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

伴
走
型
支
援
事
業
で

は
、
専
門
家
派
遣
に

よ
る
個
者
支
援
を

実
施
。
令
和
七
年
度

は
、
個
者
支
援
強
化

と
会
員
増
強
に
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
会
員
の
事
業

へ
の
ご
協
力
に
感
謝

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

商工あさひニュース

経
営
発
達
支
援
計
画
の
個
者
支
援
強
化
と

地
域
振
興
事
業
の
充
実
、
会
員
増
強



部 会 名 開 催 日 報 告

女 性 部 ４月１１日(金) 原案通り承認決定

青 年 部 ４月１８日(金) 原案通り承認決定

青 色 申 告 部 ４月２３日(水) 原案通り承認決定

法 人 部 ５月２１日(水) 原案通り承認決定

食 品 衛 生 部 ５月２２日(木) 原案通り承認決定

商 業 部 会 総会にて承認

工 業 部 会 総会にて承認

***各部会 通常総会の報告***

各部会・各部、それぞれ通常総会を行い、事業計画と予算が決定されま
した。青年部で役員改選があり山﨑青年部長が再任されました。
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今年はあいにくの雨です。前日までは開催できると思って
いたのですが、想像以上の降りに当日中止の連絡をしました。
交流会の材料は準備していたので、交流会は実施しました。

片付けが終わった頃に
雨は止み、蒸し暑いくらいの太陽がさんさんと照っていました。

山菜栽培事業 ５月１７日 (土 )

税務研修会 ５月２１日(水)

テーマ「令和７年度税制改正について」
と題し、松本税務署浜上席調査官よ
り、基礎控除額の変更も含めて講義
をいただきました。

視察研修 ２月16日(日)～17日（月）

蓼科高原「エクシブ蓼科」
に行ってきました。夕食を摂
りながら、支配人よりエクシブ
の経営理念や接客・サービ
スで心掛けていることなどを
講義いただきました。

税務研修会及び親睦会
３月１２日(水)

『節税できる制度について』をテーマに、5つの制度
について宮本主任経営支援員より講義していただきま
した。メリットやリスクについても知ること
が出来、有意義な研修会となりました。
その後『間登男之湯』にて親睦会を
おこない、楽しい時間を過ごしました。

税務研修会
４月２３日(水)

今年は商工会員様限定の
WEBセミナーを活用し動画
による研修会を行いました。
テーマは『落語で学ぶ 相続

・遺言・後見』。起こりやすいトラブルについて
落語になぞらえた解説を聴くことが出来ました。

《青色申告部》

《法人部》
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○プランター花植え作業 ５月７日(水)

今年も会館駐車場ガードレール下への
プランター設置を行いました。
毎年赤・白・ピンクのベコニアを植えてい
ますが今回４色のジニアも仲間入りして
います。新しい種類の花の生育が楽しみ
です。（商工あさひニュース表題の花で
す！）

○会館清掃 ５月７日(水)

プランター花植え作業と同日、本会総会

前の会館清掃を行いました。一年に一度の
大掃除となっており、窓ふき・テーブル、椅
子ふきなどを一階と二階に分かれての作業
となりました。窓の桟など細かなところまで
清掃していただきました。

新しい仲間の紹介
事業所名 代表者名 地区 業種 加入部会

㈱ARC東京堂 三村 広 西洗馬３ 運送業・倉庫業・酒販業 商業部会

黒内ファーム 黒内 利浩 古見２ 農業、観光農園 商業部会

宇賀神 拓也 針尾１ 観光業・写真業 商業部会

㈱ＭＳモータース 金田 宏美 西洗馬２ 自動車整備業 工業部会

㈱古森林業 常田 大輔 西洗馬３ 林業 工業部会

‷商工会からのお知らせ‴

商工会事業フォーカス

敬称略加入順

議会との懇談会 ２ 月 ７ 日 (土 )

議会との懇談会で商工会の活動に
ついて意見交換を行い、理解を深
めていただきました。終了後の
懇親会は懇談会よりも白熱しました。

《女性部》

○研修会「ぱぱっとお菓子作り」３月１８日(火)

令和６年度最後の事業は清澤部長を講師
としてお菓子作りの講習会を行いました。
「ぱぱっとティラミス」「パンプキンケーキ」の
2品を教えていただきしっかりおみやげまで
持ち帰ることができました。

新年会 １月１８日(土)

居酒屋かっぺにて全体会議の後、『馳走よしひら』
のお弁当と『居酒屋かっぺ』の料理・飲み物で行い
ました。夏のイベントに向けての話やたわいもない
話、仲の良さを感じる会となりました。

通常総会 ４月１８日(金)

すべての議案が承認され、新役員
が決まり、新たなスタートをきりました。
今年度もユーモアたっぷりの部員達
が今後の事業を盛り上げてくれると
期待しています。

《青年部》



よろしくお願いします。

氏名 職名

宮本浩幸 主任経営支援員

友廣昌乃 経営支援員

筒井里佳 記帳支援職員
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事 務 局 職 員

‷基礎控除額が変わります‴

経営発達支援計画が更新認定されました。
主な計画の内容は、
①小規模事業者が、自社の強みを打ち出した独自の技術・サービス・
メニューの開発及び提供することを目指す。

②小規模事業者が、IT活用、商談会等の積極的な出展、地域イベント
への積極的な参加により、地域及び地域外の需要を創造し、安定的
かつ持続可能な経営を行うことを目指す。

③小規模事業者との対話と傾聴を通じて、個々の課題を設定した上で、
地域経済を支える小規模事業者の力を引き出し、商業・工業の連携
及び農・商工の連携による持続的発展の取組を図る。

令和７年度は、①事業分析と商品力強化のセミナーの実施を検討しています。

１.合計所得額に応じて基礎控除額が改正されました。

2.給与所得控除の見直し
給与所得控除について、55万円の最低保障額が65万円に引き上げ
られました。

３.特定親族特別控除の創設
４.扶養親族等の所得要件の改正

※注意事項等もございますので詳細については、国税庁HP
等にてご確認ください

経営発達支援計画について

源泉所得税の改正
のあらましに詳し
く載っています！
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